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見方・考え方を働かせ、資質・能力を育む理科・生活科の授業づくり

ー 子どもが主体的に動き出す授業を目指して ー

研究テーマ

川崎市立下沼部小学校
久保田 将央



川崎市立下沼部小学校01

８７７名（29学級）
児童数
（学級数）

所 在 川崎市中原区下沼部

最寄駅
JR南武線 向河原駅
JR横須賀線／東急東横線 武蔵小杉駅

川崎市立下沼部小学校

令和５年７月現在



児童の実態と研究テーマ02

▶私立中学への高い受験率

⇒先行学習による知識偏重型の思考 

「もう知ってる」

▶一部の知識が豊富な児童に発言を委ねる児童

 「どうせ…」「わざわざ…」

▶問題を「真に」自分事としてとらえていない

中学年までは合計８０％以上あった
問題の見いだしに

関するポイントが高学年で減少

見方・考え方を働かせ、資質・能力を育む理科・生活科の授業づくり

ー 子どもが主体的に動き出す授業を目指して ー

研究テーマ

令和２年度実施高学年アンケート



A：材、事象との出会い方を工夫する場面をつくる

B：繰り返し事象に働きかける場面をつくる

テーマ実現のための手立て03

A：「導入」の工夫と「単元全体を見通した構想」

B：「資質・能力」と「見方・考え方」を明確にする

C：二単元研究 D：各種研修会 E：環境整備

６年「水溶液のせいしつ」に関連した

下沼部研究室（shimo labo）

４年「とじこめた空気と水」

４年「電流のはたらき」 職員間での研修

講師をお招きしての研修



主体的に問題を解決する「きっかけ」をつくる

A：材、事象との出会い方を工夫する場面をつくるA： 「導入」の工夫と「単元全体を見通した構想」

研究の実際04

やりたい！知りたい！考えたい！

１年「がっこうだいすき」 ３年「明かりをつけよう」

明かりが消えたロボットの片目
を直すために導線のあいだを

つなぎたい！
お世話に来てくれる６年生って
どこから来てるか知りたい！



A：材、事象との出会い方を工夫する場面をつくるA： 「導入」の工夫と「単元全体を見通した構想」

研究の実際04

６年「発電と電気の利用」６年「発電と電気の利用」

私たちはどのようにして
電気とよりよく関わって

いくことができるのだろうか？



A：材、事象との出会い方を工夫する場面をつくるA： 「導入」の工夫と「単元全体を見通した構想」

研究の実際04

６年「発電と電気の利用」６年「発電と電気の利用」

私たちは…すれば電気とよりよく関わっていくことができる！

私たちはどのようにして
電気とよりよく関わって

いくことができるのだろうか？



研究の実際04

返し事象に働きかける場面をつくるB：「資質・能力」と「見方・考え方」を明確にする

３年「物と重さ」

子どもの見取りがしやすくなる！
＝価値付け、問い返し等の焦点化



A：材、事象との出会い方を工夫する場面をつくるA： 「導入」の工夫と「単元全体を見通した構想」

研究の実際 ５年「流れる水のはたらき」04

似た地名はもともとつな
がっていたんじゃないかな



A：材、事象との出会い方を工夫する場面をつくるA： 「導入」の工夫と「単元全体を見通した構想」

研究の実際 ５年「流れる水のはたらき」04

下沼部1955

下沼部の土地は昔、東京都だったのかも！

東京都

下沼部の１番地ってどこなんだろう？
もしかして下沼部ってここにしかないのかな。



A：材、事象との出会い方を工夫する場面をつくるA： 「導入」の工夫と「単元全体を見通した構想」

研究の実際 ５年「流れる水のはたらき」04

多摩川の流れが土地を変化させたのだろうか

単元を全体を見通した学習問題

水の流れの速さの違いはかたむきが関係あるのだろうか

川の水の量が増えると流れる水のはたらきはどのように変わるのだろうか

川の流れが地形や石の形を変えることはできるのだろうか



A：材、事象との出会い方を工夫する場面をつくるA： 「導入」の工夫と「単元全体を見通した構想」

研究の実際 ５年「流れる水のはたらき」04

傾きだけ変えて、他の条件は変
えないようにして（条件制御）、

土地をけずる様子を調べよう

Ｓ字に流れていたはずなのに、
まっすぐ流れ始めたよ！

前の流れと新しい流れの間に残されたとこ

ろって、まるで下沼部の土地のよう
に見えるよ！

水の流れの速さの違いはかたむきが関係あるのだろうか

返し事象に働きかける場面をつくるB：「資質・能力」と「見方・考え方」を明確にする



研究の実際 ５年「流れる水のはたらき」04

川の流れが地形や石の形を変えることはできるのだろうか

中流の羽村親水公
園の石は角が丸
みを帯びてい
るよ

下沼部は思っていた

より下流なんだな。
岩や石もとても長
い距離を流れて
きているんだろうね
(時間的・空間的な見方)

返し事象に働きかける場面をつくるB：「資質・能力」と「見方・考え方」を明確にする



研究の実際 ５年「流れる水のはたらき」04

川の流れが地形や石の形を変えることはできるのだろうか

VRによる多摩川流域の観察

VRで見た通り、
あれだけの水の勢
いがあれば、こん
なとがった石も転
がって小さく砕け
ていくかも
（原因と結果の見方）

返し事象に働きかける場面をつくるB：「資質・能力」と「見方・考え方」を明確にする



研究の実際 ５年「流れる水のはたらき」04

川の水の量が増えると流れる水のはたらきはどのように変わるのだろうか

2019年台風19号による多摩川の増水前後の様子

返し事象に働きかける場面をつくるB：「資質・能力」と「見方・考え方」を明確にする

水の量が流れる水の
働きに与える影響

間近で見ると多摩川って大きいな。
川の水がもっと増えれば、地形を
変えてもおかしくないかもしれな
いな。（時間的・空間的な見方）



A：材、事象との出会い方を工夫する場面をつくるA： 「導入」の工夫と「単元全体を見通した構想」

研究の実際 ５年「流れる水のはたらき」04

多摩川の流れが土地を変化させたのだろうか

単元を全体を見通した学習問題

水の流れの速さの違いはかたむきが関係あるのだろうか
⇒傾きが急だと土地を削る力が強くなった！

下沼部の土地が分断された様子がモデルでも見られた！

川の水の量が増えると水の流れの働きはどのように変わるのだろうか
⇒台風などで水の量が増えると、水の流れる働きはとても大きくなり、

周りの土地を大きく変化させてしまうことがある！

水の流れが地形や石の形を変えることはできるのだろうか
⇒川の水には浸食、運搬、堆積という働きがあり、

地形や石の形も変える力がある！

〇下沼部の１番地は東京側にあったからだった。やはり下沼部の土地は、
多摩川の流れによって作られたと考えられる。

〇これからも川の氾濫などの災害に備えておく必要がある。

単元末の児童の考え



A：材、事象との出会い方を工夫する場面をつくるA： 「導入」の工夫と「単元全体を見通した構想」

研究の実際 ５年「流れる水のはたらき」04



A：材、事象との出会い方を工夫する場面をつくるA： 「導入」の工夫と「単元全体を見通した構想」

研究の成果05

令和２年度
（３年生）

令和３年度
（４年生）

令和４年度
（５年生）

アンケート項目 ④ ③ ② ① ④ ③ ② ① ④ ③ ② ①

自分で疑問や問題
を見つけている 47 34 15 4 41 41 16 2 46 42 11 1
自分で予想を立て
ている 67 24 7 2 72 24 3 1 70 28 2 0
自分の予想をも
とに実験の計画
を立てている

34 40 20 5 41 42 15 2 49 47 5 0

実験の結果から何
が分かるか自分で
考えている

59 28 12 2 62 32 4 2 60 37 4 0

④とてもそう思う③少しそう思う②あまりそう思わない①そう思わない（値は％）

返し事象に働きかける場面をつくるB：「資質・能力」と「見方・考え方」を明確にする

問題の見いだしをはじめ、問題解決の過程を自ら学び進めようとする子どもたちの姿



研究のこれから06

ふり返りなどメタ認知を
働かせる場の充実

令和４年度11月16日（水）
第44回神奈川県小学校理科教育研究大会

令和５年度 NEW研究主題



研究のこれから07

ご清聴ありがとうございました
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